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人
(
口
議
体
に
お
け
る
意
思
決
定
の
た
め
に
、
多
数
決
制
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
、
表
決
に
際
し
、

村

成

手口

白
菜
等
の
無
効
投
票
や
、
棄
権

票
者
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
取
扱
が
問
題
と
な
る
の
は
、
多
数
決
の
基
礎
を
ど
こ
に
お
く
か
に
つ
い
て
、
種
々
の
定
め
方
が
あ
る

、
同
口と

為
め
で
、
そ
の
主
な
方
法
と
し
て
は
、
次
の
三
種
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3，V
 

M
ω
合
議
体
の
構
成
員
全
員
を
基
礎
と
じ
て
、
そ
の
多
数
(
過
半
数
又
は
特
別
多
数
)
を
必
要
と
す
る
方
法
H
こ
れ
を
以
下
全
員
多
数

多

静

と

呼

ぼ

う

。
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ω
表
決
の
際
に
議
場
に
在
っ
て
表
決
権
を
有
す
る
者
の
数
を
基
礎
に
、

者
多
数
制
と
呼
ぼ
う

Q

間
表
決
に
お
い
て
投
ぜ
ら
れ
た
、
可
又
は
否
の
有
効
投
票
を
基
礎
に
、

呼
ぼ
う
。

そ
の
多
数
を
要
す
る
も
の
と
す
る
方
法
日
こ
れ
を
以
下
出
席

、
.
‘
.
、
，
、
.
、
.

そ
の
多
数
を
決
定
す
る
方
法
H
こ
れ
を
以
下
投
票
多
数
制
と

右
の
中
、
全
員
多
数
制
は
、
構
成
員
全
員
の
意
思
に
重
き
を
置
き
、
多
数
決
の
要
件
と
し
て
は
も
っ
と
も
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、

歴
史
的
に
は
、
も
っ
と
も
古
い
起
原
を
有
し
て
い
る
が

J

多
数
決
の
合
理
的
根
拠
は
、
討
論
の
過
程
を
通
じ
て
整
理
さ
れ
た
構
成
員
の
意

思
を
基
礎
に
、
合
議
体
の
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
、

な
い
者
を
も
含
め
た
構
成
員
全
員
の
意
思
を
基
礎
に
置
く
全
員
多
数
制
は
、

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

一
般
に
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
今
日
に
お
い
て
は

討
議
に
参
加
し

そ
の
必
要
が
と
く
に
認
め
ら
れ
る
例
外
的
な
場
合
に
し
か
、

こ
れ
に
対
し

出
席
者
多
数
制
と
投
百
示
多
数
制
と
は
、

共
に
、

審
議
に
参
加
し
た
構
成
員
の
意
思
に
基
づ
い
て
、
合
議
体
の
意
思
決
定

白
票
や
棄
権
者
の
取
扱
い
方
を
異
に
す
る
か
ら
、
同
じ
表
決
の
結
果
が
、
両
者
の
い
ず
れ
を
と
る
か

を
行
な
う
の
で
あ
る
が
、
両
者
は
、

に
よ
っ
て
全
く
逆
の
意
味
を
も
っ
場
合
を
生
ず
る

Q

(
例
え
ば
、
出
席
者
二

O
O人、

否
決
と
認
む
べ
き
こ
と
に
な
る
J
Q

可
と
す
る
者
九

O
票、

否
と
す
る
者
八

O
票、

制
度
と
し
て
い
ず
れ
を
と
る
べ
き
や
が
、

出
席
者
多
数
制
に
よ
れ
ば
、

票
等
三

O
の
場
合
に
、
投
票
多
数
制
に
よ
れ
ば
可
決
と
な
る
が
、

そ
こ
で
問
題
と
な
る
と
共
に
、
規
定
の
趣
旨
が
明
白
で
な
い
場
合
に
は
、
解
釈
上
の
争
い
を

生
じ
得
る
の
で
あ
る
。

(1) 

ワ
ル
タ

l
・
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
議
会
に
お
け
る
表
決
の
方
法
を
、

g
S
5
@庄
の
三
種
に
分
け
て
い
る
が
、
本
文
に
お
け
る
分
類
も
、

hvσ
肉

g
Eロ伯仲
8
5各
号
。
F
h
Fロ
毛
市
目
。
ロ
宮
山
富

g
S
5
0
一?k
r
v回忌
B
B
E宮・

こ
れ
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
(
巧
・

1

『。
-HFEw-O目
。
向
。
由
。
け
由
民
ロ
宮
嵐
広
m
z
a。
吋
回
答
「
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多 数決と白票

同
nEgs吋
冊
目
仲
田
各
ユ

3
・
S
F
m
-
富
山
富
田
-
出
向
。
E
マE
a
p
u
g
切
。
ロ
ロ

S
C
S
E宮
田
白
骨
N

M

・

E-N-KF口出・
5
3
ω
・
自
主

聞
多
数
決
に
は
、
絶
対
多
数

(
P
E
C戸
田
件
。
屋
各
任
。
宗
)
と
比
較
多
数
(
司
己
主
同
志
呂
田
町
長
冊
目
立
と
が
あ
る
が
、
後
者
は
選
挙
の
場
合
に
限
ら
れ
、
こ
こ
で

問
題
と
す
る
の
は
、
前
者
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る

Q

矧
乙
れ
に
は
、
法
定
数
を
基
礎
と
す
る
場
合
と
、
欠
員
を
除
く
現
員
数
を
基
礎
と
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
基
本
法
で
は
、
四

g
Z
N
E各
市

冨
山
件
関
白
色

2
N島
民
事
ユ
-
H
N
H
)

と
明
定
し
て
い
て
疑
問
は
な
い
が
(
〈
包
・
副
司

-rEロ
w-
白
白
・
。
-
m
-
C
0・)
C

わ
が
国
の
憲
法
九
六
条
に
い
う
「
総
議
員
」

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
を
意
味
す
る
か
に
つ
き
争
い
が
あ
る
(
清
宮
、
憲
法
工
、
コ
二
七
頁
参
照
)
。

凶
地
方
議
会
で
は
、
議
長
は
表
決
権
を
有
し
な
い
(
地
自
一
一
六
条
二
項
)
か
ら
計
算
の
基
礎
に
入
ら
な
い
(
長
野
士
郎
、
逐
条
地
方
自
治
法
三
三

O
頁
三

回
付
投
票
の
多
数
(
冨
&
。
ュ
ミ

gz-伊
-
S
B
S
g
m
Z
Z
F
)
と
い
う
場
合
に
棄
権
数
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
有
効
投
票
。
多
数

を
指
す
の
か
、
白
票
等
の
無
効
投
票
も
含
め
た
投
票
総
数
の
多
数
を
指
す
の
か
、
文
字
の
上
か
ら
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
(
黒
田
覚
、
国
会

法
二
一
八
頁
参
照
。
)

Q

議
長
、
副
議
長
の
選
挙
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
の
場
合
に
つ
き
、
衆
議
院
規
則
八
条
及
び
一
八
条
、
参
議
院
規
則
九
条
及
ぴ

二
十
条
で
「
投
票
の
過
半
数
」
と
規
定
し
て
い
る
場
合
の
実
際
の
取
扱
い
方
は
後
者
で
あ
る
(
註
解
八
六
六
頁
の
例
参
照
。
)

Q

し
か
し
、
乙
れ
は
、
わ
が

国
の
制
度
が
、
通
常
の
議
決
の
場
合
に
出
席
者
多
数
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
の
影
響
で
あ
っ
て
、
出
席
者
多
数
制
を
と
ら
な
い
議
決
方
法
と
し
て
、
投
票

多
数
制
を
と
っ
て
い
る
場
合
に
、
無
効
投
票
を
算
入
す
る
例
は
知
ら
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
度
外
視
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

同
表
決
の
方
法
と
レ
て
は
、
投
票
の
外
に
、
挙
手
、
起
立
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
場
合
を
も
含
め
て
、
投
票
多
数
制
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

附
町
田
実
秀
、
多
数
決
原
理
の
研
究
六
一
頁
、
二
四
一
頁
以
下
。
全
会
一
致
制
か
ら
多
数
決
制
へ
の
変
遷
の
過
程
に
お
い
て
、
全
員
の
多
数
が
要
件
と
さ

れ
る
。

m
尾
形
典
男
.
多
数
決
の
論
理
(
日
本
政
治
学
会
年
報
、
政
治
学
一
九
五
二
年
度
)
七
八
頁
以
下
。
と
く
に
、
「
多
数
決
原
理
の
妥
当
性
の
根
拠
は
、
多
数

決
の
過
程
の
中
に
見
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
(
九
二
頁
)
と
の
説
述
参
照
。

附
団
体
の
根
本
規
約
の
改
正
の
如
き
場
合
が
こ
れ
に
当
る

Q

憲
法
の
中
で
も
、
全
員
多
数
制
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
憲
法
改
正
の
発
議
の
場
合
だ
け
で
あ

る
(
九
六
条
一
項
)
。

わ
が
国
の
実
定
法
は
、
憲
法
五
六
条
二
項
、
地
方
自
治
法
一
一
六
条
一
項
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
出
席
者
の
過
半
数
」
と
定

め
て
い
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い

Q

こ
の
表
現
が
、
出
席
者
多
数
制
に
な
じ
み
易
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
多
数
決
制
の

ず!
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説
'
ん
ず
襲
質
を
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
投
票
多
数
制
に
よ
る
も
の
と
の
解
釈
を
導
き
出
す
余
地
が
な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。

的
じ
か
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
よ
り
あ
い
ま
い
に
「
両
議
院
ノ
議
事
ハ
過
半
数
ヲ
以
テ
決
ス
」
と
定
め
て
い
た
明
治
憲
法
四
七
条

の
解
釈
に
つ
い
て
も
出
席
者
多
数
制
説
が
と
ら
れ
、
先
例
も
こ
れ
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
現
行
憲
法
の
解
釈
に
お
い
て
、
こ

の
説
が
通
説
的
地
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
と
い
っ
て
よ
い
。
付
れ
ど
も
、
投
票
多
数
制
説
を
と
る
学
説
も
あ
り
、
か
つ
、

こ
れ
ら
の
学
説
に
お
い
て
は
、

そ
の
異
説
的
立
場
を
反
映
し
て
か
、

そ
の
論
拠
を
説
く
こ
と
詳
細
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
一
二
ハ
条
一
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
と
規
定
の
形
式
を
ひ
と
し
く
す
る
か
ら
、
両
者
を
併
せ
て
論
ず
る
例
が
多
い
。
た
だ

こ
の
場
合
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
争
い
と
な
っ
た
例
が
あ
り
、

現
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る

Q

そ
の
結
果
と
し
て
、
相
異
な
る
見
解
を
と
る
二
つ
の
下
級
審
裁
判
例
が

学
説
の
展
開
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
、

以
下
に
お
い
て
は
、
投
票
多
数
制
説
の
論
拠
を
た
し
か
め
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
論
述

を
は
じ
め
た
い
と
思
う
。

山
異
っ
た
定
め
方
を
し
て
い
る
稀
な
例
と
し
て
、
日
本
学
術
会
議
法
二
三
条
に
「
出
席
会
員
の
多
数
決
」
と
あ
る
の
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る

Q

間
黒
田
覚
、
国
会
法
一
三
一
頁
。

叩
乙
の
解
釈
は
、
枢
密
院
に
お
け
る
憲
法
草
案
審
議
の
過
程
に
お
い
て
既
広
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
「
総
議
員
数
の
過

半
数
か
、
出
席
議
員
数
の
過
半
数
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
(
清
水
伸
、
帝
国
憲
法
制
定
会
議
二
九
四
頁
。
)
。
従
っ
て
、
「
有
効
投
票
の
過
半
数
」
と
い

う
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら
、
問
題
と
な
っ
て
い
な
い

Q

な
お
、
学
説
と
し
て
は
、
憲
法
義
解
(
岩
波
文
庫
本
)
七
九
頁
、
美
濃
部
達
吉
、
逐
条
憲
法
精
義

四
八

O
頁
、
清
水
澄
、
逐
条
帝
国
憲
法
講
義
三
五
五
頁
。

川
出
次
の
(
五
)
、
(
六
)
に
掲
げ
る
文
献
参
照
。

間
佐
藤
功
、
憲
法
三
二
五
頁
、
清
宮
四
郎
、
憲
法
工
、

一
九
七
一
員
以
下
。
な
お
黒
田
前
掲
も
こ
の
中
に
数
え
ら
れ
よ
う

Q

-6-



山
間
法
学
協
会
、
註
解
日
本
国
憲
法
八
六
一
頁
以
下
。
(
以
下
本
書
を
「
註
解
」
と
し
て
引
用
す
る
。
)
宮
沢
俊
義
、
日
本
国
憲
法
四
一
六
頁
以
下

Q

m
地
方
自
治
法
一
一
ム
ハ
条
に
つ
き
、
行
政
実
例
に
立
脚
し
た
解
説
と
し
て
、
長
野
士
郎
、
逐
条
地
方
自
治
法
三
三

O
頁
以
下
。

剛
山
京
都
地
裁
昭
一
一
三
、
一
て
一
五
判
決
(
行
政
裁
判
月
報
一
一
一
号
一
一
一
七
頁
以
下
〉
の
事
件
で
は
、
出
席
議
員
の
四
分
の
三
以
上
の
同
意
を
要
す
る
除

名
議
決
に
つ
き
、
は
じ
め
、
出
席
議
員
一
一
一
名
中
一
名
棄
権
、
除
名
賛
成
一
五
菜
、
反
対
四
葉
、
白
票
一
票
の
給
果
と
な
っ
た

Q

そ
の
後
、
先
に
棄
権
し

た
議
員
(
議
長
)
を
し
て
更
に
一
一
泉
を
行
使
さ
せ
、
賛
成
一
六
票
と
な
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
、
白
票
は
無
効
と
見
る
に
は

当
ら
な
い
と
い
い
、
出
席
議
員
一
一
一
名
の
四
分
の
三
は
一
六
名
に
か
ら
、
当
初
は
除
名
議
決
は
不
成
立
で
あ
っ
た
が
、
後
に
一
一
担
割
加
わ
っ
て
成
立
し
た
、

(
こ
の
投
票
の
破
庇
に
つ
い
て
の
説
明
は
省
略
す
る
)
、
と
解
し
た
の
で
あ
る

Q

乙
の
場
合
棄
権
は
出
席
者
に
数
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
白
票
を
投
じ

た
者
も
当
然
出
席
者
で
あ
り
、
そ
の
効
力
の
如
何
を
問
う
必
要
も
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
じ
て
も
、
出
席
者
多
数
制
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ

と
に
変
り
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
高
松
高
裁
昭
二
八
、
九
、
二
五
判
決
(
行
政
事
件
裁
判
例
集
四
巻
九
号
二
二
三
二
号
)
は
、
可
票
一
人
票
、
否
票
二
ハ
票
、
白
票
二

票
の
場
合
に
、
可
否
の
数
は
三
四
票
で
、
そ
の
過
半
数
で
あ
る
一
八
菌
剤
が
可
決
の
表
決
を
し
に
の
で
あ
る
か
ら
、
議
案
は
適
法
に
議
決
さ
れ
た
も
の
と
認

め
た
。

学
説
お
よ
び
判
例

憲
法
五
六
条
二
項
お
よ
び
地
方
自
治
法
一
一
ム
ハ
条
一
項
を
も
っ
て
、
投
票
多
数
制
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
学
説
、
判
例
は
、

そ
の

根
拠
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

(1) 

先
ず
「
註
解
」
に
よ
れ
ば
、
「
出
席
議
員
の
中
に
は
、
棄
権
者
は
含
ま
れ
な
い
。
棄
権
者
は
、
会
議
に
出
席
し
て
い
て
も
そ
の
議
決

に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
退
場
者
と
同
一
に
取
り
扱
い
、
欠
席
し
た
も
の
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
無
効
投
票
(
白
票
も
そ
の

一
種
)
も
、
棄
権
と
は
性
質
を
異
に
す
る
が
、

や
は
り
こ
ζ

で
い
う
出
席
議
員
の
数
に
入
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
(
八
六
一
一
頁
〉
と

い
う
。
し
か
し
て
、
棄
権
者
を
出
席
者
と
し
て
取
扱
っ
て
来
た
従
来
の
行
政
実
例
に
対
し
て
は
、
「
こ
れ
は
正
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
議
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員
は
い
や
し
く
も
議
員
と
し
て
選
ば
れ
た
以
上
、
可
否
を
明
確
に
表
明
す
べ
き
で
あ
り
、
棄
権
す
べ
き
で
な
い
、

と
い
う
こ
と
も
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
」
(
八
六
六
頁
)
と
批
判
す
る
。
又
、
白
票
一
に
つ
い
て
も
、
「
か
か
る
白
黒
戦
術
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、

議
会
政
治
を
不
明
朗

論

な
ら
し
め
、
政
治
的
に
非
難
さ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
解
釈
論
と
し
て
も
、
白
票
は
こ
れ
を
無
効
と
し
て
、
欠
席
者
や
棄
権

者
と
同
様
に
票
数
の
算
定
か
ら
除
外
す
る
の
が
正
当
で
あ
り
、

か
か
る
解
釈
が
ま
た
、

白
票
戦
術
を
封
ず
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
わ
れ

る
。
」
(
八
六
六
頁
)

{
1
J》

と
す
る
。

(2) 

次
に
、
宮
沢
教
授
が
、
同
じ
く
投
巣
多
数
制
説
を
と
ら
れ
る
根
拠
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
議
員
の
棄
権
は
、
そ
も
そ
も
政
治
道

徳
上
は
許
さ
れ
な
い
、

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
議
員
は
、
国
民
の
代
表
者
と
し
て
、
国
民
の
信
託
を
受
け
て
行
動
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
議
員
と
し
て
の
行
動
は
、
原
則
と
し
て

つ
ね
に
こ
れ
を
明
確
に
国
民
に
わ
か
る
よ
う
に
表
示
す
る
政
治
責
任
が
あ
る
、
と
い

わ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

し
か
し
、
憲
法
も
、
法
律
も
、
議
員
の
棄
権
を
特
に
禁
じ
て
は
い
な
い
か
ら
、
法
律
に
は
、
(
そ
れ
が
表
決
の
技

術
上
可
能
と
さ
れ
る
場
合
は
)
、
許
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
(
四
一
六
頁
)
す
な
わ
ち
、

棄
権
は
政
治
道
徳
上
は
許
さ
れ
な
い
が
、

法
律
上
は
許
さ
れ
得
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
棄
権
を
認
め
る
場
合
に
は
、
棄
権
者
は
、
「
出
席
議
員
」
に
は
数
え
な
い
こ
と
に

し
な
い
と
、
棄
権
を
認
め
た
趣
旨
に
反
す
る
、

と
さ
れ
る

Q

け
だ
し
、
「
過
半
数
主
義
(
過
半
数
で
議
事
を
決
す
る
主
義
)
の
趣
旨
は
、
積

極
的
に
表
示
さ
れ
た
賛
否
の
意
志
の
う
ち
で
、
半
数
を
越
え
る
多
数
者
の
意
志
に
重
き
を
置
き
、

そ
れ
を
も
っ
て
合
議
体
の
意
志
と
し
よ

か
よ
う
に
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
る

Q

も
し
、
棄
権
者
を
除
い
て
数
え
な
い
こ
と
に
す
る
と
(
乙
乙

、.、，、.

は
、
「
棄
権
者
を
除
い
て
数
え
な
い
こ
と
に
し
な
い
と
」
と
表
現
し
た
方
が
判
り
易
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
1
引
用
者
註
J
、
棄
権
者
を
す
べ
て
否
と
す
る
者

と
同
じ
に
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、
き
わ
め
て
不
合
理
で
あ
る
よ
そ
う
し
な
い
と
、
「
賛
成
反
対
い
ず
れ
の
意
志
を
も
表
示
す
る
と
と
を

そ
も
そ
も
棄
権
を
み
と
め
た
こ
と
が
無
意
味

う
と
い
う
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

さ
し
ひ
か
え
た
・
:
:
・
棄
権
者
は
、
反
対
の
投
票
を
し
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
に
な
り
、
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に
な
っ
て
し
ま
う
よ
(
同
上
頁
)
白
票
そ
の
他
の
無
効
投
票
に
つ
い
て
も
、

(
四
一
七
頁
)
。

同
じ
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る

(3) 

次
に
、
地
方
自
治
法
一
一
ム
ハ
条
の
解
釈
に
関
す
る
前
記
高
松
高
裁
の
判
決
(
前
出
七
頁
、
註
闘
参
照
)
は
、

「
条
件
付
表
決
あ
る
い

は
白
票
の
表
決
は
、
表
決
権
者
の
意
思
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
可
否
何
れ
に
も
属
し
な
い
も
の
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
無
効
の
表
決
で
あ
る

と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
と
す
る
と
共
に
、
か
か
る
白
菜
は
、
地
白
法
一
一
六
条
の
予
測
せ
ざ
る
違
法
な
表
決
で
あ
り
、
又
、
議
員
に
は

有
効
な
表
決
を
為
す
べ
き
職
責
が
あ
る
か
ら
、

白
票
を
投
ず
る
こ
と
は
、

そ
の
職
責
違
反
だ
と
す
る
。

し
か
し
、

か
か
る
無
効
投
票
が
混
在
し
て
い
て
も
、
「
有
効
な
可
否
の
表
決
数
が
定
足
数
に
達
す
る
限
り
は
、
そ
の
有
効
の
可
否
の
表
決

数
の
過
半
数
を
以
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
、
と
解
す
る
こ
と
が
妥
当
な
見
解
と
認
め
る
。
」
と

す
る
。
す
な
わ
ち
、
無
効
投
票
者
は
出
席
議
員
に
加
え
な
い
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
「
出
席
議
員
の
過
半
数
」
と
の
文
言

は
棄
権
者
や
無
効
投
票
者
ま
で
予
測
し
て
、
議
案
を
可
決
す
る
場
合
は
、
此
等
を
も
加
算
し
た
そ
の
過
半
数
の
可
の
表
決
者
を
必
要
と
す

る
も
の
と
し
た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
比
の
よ
う
な
こ
と
は
同
法
条
の
規
定
の
予
測
せ
ざ
る
違
法
の
表
決
で
あ
っ
て
、
同
法
条
は
前
記
の
よ

う
に
多
数
決
の
原
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
即
ち
可
否
二
途
の
場
合
そ
の
多
数
は
そ
の
可
否
の
合
計
数
の
過
半
数
で
あ
る
か
ら
、

の
表
現
と
し
て
「
出
席
議
員
の
過
半
数
』
と
規
定
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
J

と
説
く
。

多数決と白票

叩
乙
れ
は
、
第
二
次
吉
田
内
閣
成
立
に
対
し
、
昭
和
一
一
三
年
一

O
月
一
四
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
の
内
閣
総
理
大
臣
指
名
投
票
に
お
け
る
社
会
党
お
よ
び

民
主
党
の
と
っ
た
白
票
戦
術
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
な
お
、
選
挙
は
通
常
比
較
多
数
に
よ
る
が
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
(
衆
規
一
八
条
、
参
規
ニ

O

条
)
や
議
長
選
挙
(
衆
規
八
条
、
参
規
九
条
)
の
よ
う
に
、
投
票
の
過
半
数
を
要
す
る
も
の
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
通
常
の
議
決
の
場
合
と
同
様
に
考

え
て
よ
い

Q

な
お
、
第
一
次
投
票
で
過
半
数
を
得
た
者
が
な
い
場
合
の
高
点
者
二
名
に
よ
る
決
選
投
票
の
場
合
に
は
、
「
多
数
を
得
た
者
を
当
選
人
と
す

る
」
(
前
記
各
条
文
参
照
)
が
、
こ
れ
は
投
票
多
数
制
説
に
よ
れ
ば
過
半
数
の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
出
席
者
多
数
制
説
に
よ
れ
ば
、

比
較
多
数
に
還
元
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
Q

(

黒
田
前
掲
二
一
七
頁
、
一
八
一
頁
は
比
較
多
数
説
で
あ
る
が
、
投
票
多
数
説
に
立
つ
註
解
八
六
一
頁
は
、
過
半

数
の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
)
い
ず
れ
に
し
て
も
、
選
挙
は
、
あ
る
決
定
を
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
形
で
構
成
で
き
る
手 そ
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続
で
は
江
く
、
い
か
な
る
決
定
を
す
る
か
を
問
題
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、
出
席
者
多
数
的
な
考
え
方
で
貫
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

- 10ー

投
票
多
数
制
説
を
と
る
こ
れ
ら
の
学
説
判
例
に
お
い
て
は
、
棄
権
又
は
白
票
が
政
治
道
徳
に
反
す
る
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い

る
が
、

そ
の
法
的
意
義
広
つ
い
て
の
見
方
は
様
々
で
あ
る
。
「
註
解
」
は
、
こ
れ
ら
を
欠
席
と
同
一
視
す
る
が
、
宮
沢
教
授
に
よ
れ
ば
、
法

的
に
は
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
高
松
高
裁
は
、
議
員
の
職
責
に
反
す
る
違
法
行
為
と
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
見
解

の
相
違
は
、
議
決
の
定
足
数
(
憲
五
六
条
一
項
、
地
自
二
三
条
)
を
問
題
と
す
る
場
合
に
、

異
な
っ
た
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
て
、
「
註

解
」
は
、
棄
権
者
又
は
無
効
投
票
者
を
欠
席
者
と
同
一
視
す
る
か
ら
、
議
決
の
定
足
数
の
基
礎
を
な
す
出
席
者
数
に
も
算
入
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
る
の
は
当
然
で
、
「
出
席
者
が
少
な
い
と
き
に
は
、
棄
権
者
又
は
無
効
投
票
者
を
出
席
者
に
算
入
し
な
い
と
、
議
決
に
つ
い
て
定
足

数
を
割
る
場
合
が
生
じ
う
る
。
し
か
し

こ
の
場
合
に
も
、

そ
の
た
め
に
こ
れ
を
出
席
者
に
算
入
す
べ
き
で
は
な
く
、

逆
に
こ
れ
は
、
定

足
数
を
欠
い
た
議
決
と
し
て
、
無
効
に
す
べ
き
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

け
だ
し
、

こ
の
憲
法
の
規
定
は
、
議
決
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も

定
足
数
三
分
の
一
の
過
半
数
、

つ
ま
り
総
議
員
の
六
分
の
一
プ
ラ
ス
一
人
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
だ
、

と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
八
六
二
頁
)
と
説
い
て
い
る
。

白
票
を
投
ず
る
こ
と
を
違
法
行
為
視
す
る
高
松
高
裁
の
見
解
が
こ
れ
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、

乙
れ
ら
に
対
し
、
宮
沢
教
授
は
、
異
な
っ
た
見
解
を
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
授
は
、
「
表
決
に
際
し
て
棄
権
し
た
者
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
数
は
定
足
数
に
は
算
入
さ
れ
る

Q

表
決
に
お
い
て
棄
権
し
て
も
、
そ
乙
に
出
席
し
て
議
事
に
参
加
し
た
と
い
う
と
は
決
し
て
無
意
味

、、、

な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
よ
と
さ
れ
、
更
に
こ
れ
を
ふ
え
ん
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
「
た
と
え
ば
、

一
六

O
人
の
出
席

が
あ
り
、
表
決
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
可
と
す
る
者
七

O
、
否
と
す
る
者
五

O
、
棄
権
者
四

O
と
な
っ
た
場
合
に
、
総
議
員
を
四
六
七
名

と
す
れ
ば

一
六

O
人
の
出
席
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
議
決
の
た
め
に
必
要
な
三
分
の
一
の
定
足
数
の
出
席
は
あ
っ
た
も
の
と
見



る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
棄
権
者
を
定
足
数
に
数
え
な
い
と
す
れ
ば
、

出
席
者
は
一
二

O
人
と
な
り
、
三
分
の
一
に
充
た
な
い
こ
と

に
な
る
が
、

そ
う
解
す
る
こ
と
は
、

そ
の
会
議
に
出
席
し
、
審
議
に
参
加
し
た
棄
権
者
を
、
全
然
会
一
一
請
に
出
席
し
な
い
欠
席
者
と
同
一
に

扱
う
こ
と
で
あ
り
、
と
う
て
い
正
当
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

(
四
一
一
四
一
一
一
頁
)
前
記
註
解
の
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
よ
う

な
七

O
人
の
賛
成
で
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
賛
成
者
の
数
を
下
廻
る
か
ら
可
決
と
認
め
る
乙
と
は
で
き
な
い
、

と
い
う
乙
と
に
な
ろ
う
。

多
数
決
の
論
理

る
が
、

以
上
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
投
票
多
数
制
説
は
、
多
数
決
の
本
質
論
に
基
づ
い
て
、
そ
の
学
説
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ

こ
れ
は
結
局
、
棄
権
や
白
票
な
ど
の
存
在
を
、
多
数
決
の
論
理
の
中
で
、
ど
う
理
解
す
る
か
、
と
い
う
問
題
に
帰
若
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
多
数
決
の
為
め
の
表
決
が
、
表
決
権
者
に
対
し
、
可
又
は
否
の
意
思
表
示
を
促
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い

し

又
、
そ
の
際
に
は
、
単
純
に
、
可
又
は
否
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
「
表
決
に
は
、
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
(
衆
議
院
規
則
一
四
九
条
、
参
議
院
規
則
一
三
四
条
)

の
も
、
多
数
決
制
度
の
本
質
か
ら
み
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、

と
す
る
根
拠
は
十
分
で
は
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
表
決
に
際
し
‘
棄
権
や
白
票
は
許
さ
れ
な
い
、

前
述
の
よ
う
に
、
政
治
道
徳
上
ゆ
る
さ
れ
な
い
と
す
る
説
と
、
更
に
進
ん
で
、
法
律
上
も
、
議
員
の
職
責
に
違
反
す
る
違
法
行
為
で
あ
る

と
す
る
説
が
あ
る
が
、
表
決
の
際
に
お
け
る
意
思
決
定
の
自
由
の
中
に
は
、
可
又
は
否
の
い
ず
れ
に
も
組
し
な
い
消
極
的
な
態
度
の
表
明

と
し
て
の
棄
権
や
白
票
を
投
ず
る
こ
と
の
自
由
も
、
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

棄
権
や
白
票
に
対
す
る
政
治
道
徳
的
な
批
判
は
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
得
る
こ
と
で
、

-11 

そ
の
乱
用
が
議
会
制
度
を
危
う
く

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
複
雑
な
、
政
治
的
、
社
会
的
な
関
係
の
中
で
、
棄
権
や
白
票
を
投
ず
る



こ
ぶ
」
'
も

一
つ
の
態
度
と
し
て
許
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
迄
も
、

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
。

条
件
付
表
決
や
、
可
否
以
外
の
意
思
表
示
が
違
法
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

そ
の
意
味
は
、

そ
れ
ら
の
行
為
に
、
積
極
的
な
意

論

思
表
示
と
し
て
の
効
果
を
認
め
な
い
(
す
な
わ
ち
無
効
)
と
い
う
に
止
ま
る
も
の
で
、
結
果
的
に
、
可
又
は
否
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い

と
い
う
消
極
的
な
効
果
を
生
ず
る
と
い
う
事
実
ま
で
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
意
味
で
は
、

こ
れ
ら
の
行
為
も
、
棄
権
や
白

国
示
を
投
ず
る
乙
と
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
乙
で
問
題
は
、

こ
れ
ら
、
可
又
は
否
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
第
三
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
、
表
決
に
よ
る
多
数
形
成
の
上
に
ど
の
よ

う
に
評
価
す
べ
き
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
が

と
の
点
に
つ
い
て
の
投
票
多
数
制
と
出
席
者
多
数
制
と
の
構
成
上
の
相
違
を
、
次
に
吟

味
し
て
み
よ
う
。

山

ζ
ζ

で
「
多
数
決
の
論
理
」
と
い
う
の
は
、
多
数
決
制
度
の
論
理
構
造
、
あ
る
い
は
、
そ
の
構
成
に
す
る
論
理
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
安
当
性
叉
は

正
当
性
の
根
拠
の
説
明
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
尾
形
前
掲
論
文
参
照
。

間
可
叉
は
否
の
投
票
に
際
し
、
可
と
す
る
者
は
白
票
、
否
と
す
る
者
は
青
葉
を
投
ず
る
(
衆
議
院
規
則
一
五
三
条
、
参
議
院
規
則
一
一
二
九
条
)
と
い
う
様

に
、
色
別
の
票
に
よ
り
表
決
す
る
と
と
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
可
否
以
外
の
意
思
表
示
を
行
う
余
地
は
な
い
Q

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
も
棄
権
の
自

由
は
残
さ
れ
て
い
る

Q

起
立
に
よ
る
表
決
の
場
合
、
可
と
す
る
者
の
み
の
起
立
を
求
め
る
方
法
で
は
(
衆
規
一
五
一
条
、
参
規
一
一
二
七
条
)
、
棄
権
の
自
由

も
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
と
の
場
合
に
は
、
可
の
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
起
立
し
な
い
者
は
否
の
意
見
を

有
す
る
と
の
擬
制
が
あ
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
棄
権
の
必
要
も
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

間
例
え
ば
、
関
連
総
会
な
ど
で
、
棄
権
の
数
が
非
常
に
多
い
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
道
義
的
非
難
を
試
み
る
よ
う
な
こ
と
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。

投
票
多
数
制
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
構
成
の
仕
方
は
、
更
に
、
次
の
二
つ
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
。

、，，ノ
噌
a
A(
 
「
註
解
」
と
高
松
高
裁
判
決
の
説
で
は
、
棄
権
者
又
は
白
菜
等
を
投
じ
た
者
は
、
退
場
者
と
同
視
さ
れ
、
議
決
の
定
足
数
の
中
に
も
、

算
入
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
「
出
席
者
の
過
半
数
」
と
い
う
場
合
の
「
出
席
者
」
中
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
も
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
け
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れ
ど
も
、
棄
権
等
も
表
決
権
者
に
許
さ
れ
た
態
度
の
一
つ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
を
退
場
者
と
同
視
す
る
こ
と
は
正
当
で
は
な
い
。
と

く
に
、
定
足
数
に
関
し
て
は
、
合
議
体
の
議
決
能
力
は
、
表
決
の
際
に
お
け
る
出
席
者
の
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
当
然

で
、
個
々
の
出
席
者
が
表
決
に
際
し
て
と
る
行
動
の
如
何
は
、

と
れ
と
は
無
関
係
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
棄
権
者
や
白
票
を

正
当
な
見
解
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。

投
じ
た
者
を
定
足
数
の
計
算
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

n
A
 

こ
れ
に
対
し
、
宮
沢
教
授
は
、
「
過
半
数
主
義
の
趣
旨
は
、
積
極
的
に
表
示
さ
れ
た
賛
否
の
意
志
の
う
ち
で
、

半
数
を
越
え
る
多
数

者
の
意
志
に
重
き
を
畠
き
、

そ
れ
を
も
っ
て
合
議
体
の
意
志
と
し
よ
う
と
い
う
に
あ
る
。
」
(
前
掲
)
と
さ
れ
、

又
、
そ
う
解
す
る
の
で
な

く
て
は
、
棄
権
を
認
め
た
趣
旨
に
反
す
る
と
さ
れ
る
。

た
し
か
に
、
過
半
数
主
義
を
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
、
従
っ
て
、
投
票
多
数
制
と
し
て
構
成
す
る
ζ

と
は
、
現
在
、
広
く
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
、
多
数
決
主
義
日
投
票
多
数
制
と
き
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
世
に
、
出

席
者
多
数
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
限
り
、

正
し
く
な
い
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

投
票
多
数
制
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
棄
権
を
認
め
た
趣
旨
に
反
す
る
と
さ
れ
る
の
も
、
必
ず
し
も

E
当
と
は
思
え
な
い
。
棄
権
を
認
め

る
究
極
の
根
拠
が
、
可
否
い
ず
れ
の
意
思
表
示
を
も
強
制
し
な
い
、
と
い
う
ζ

と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
と
、
出
席
者
多
数
制
と

多数決と白票

の
間
に
論
理
的
矛
盾
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
、
そ
こ
に
矛
盾
が
な
い
と
す
れ
ば
、
投
票
多
数
制
か
出
席
者
多
数
制
か
は
、

多
数
決
制
と
し
て
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
を
と
る
か
と
い
う
政
策
の
問
題
、
又
は
、
ど
ち
ら
が
と
ら
れ
て
い
る
か
、
と

い
う
認
識
の
問
題
に
帰
着
し
よ
う
。

そ
こ
で
、
次
に
は
、
出
席
者
多
数
制
の
論
理
の
検
討
に
移
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

(1) 

、、

一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
二
八
条
が
、
議
決
の
定
足
数
と
し
て
、
法
定
議
員
数
の
過
半
数
の
出
席
を
要
す
る
も
の
と
定
め
て
い
た
の
に
対
す

13 



論

る
解
釈
論
と
し
て
は
、
慣
行
お
よ
び
学
説
共
に
、
-
右
の
出
席
者
中
に
は
、
表
決
に
当
っ
て
棄
権
し
た
者
色
合
む
こ
と
に
一
致
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
き

、

.

、

.

、

.

、

，

ザ
イ
デ
ル
は
、
憲
法
は
、
議
決
の
定
足
数
と
し
て
、
過
半
数
の
投
票
で
は
な
く
、
単
に
出
席
を
要
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
過
半
数
の
出
席
者
が

あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
棄
権
の
為
め
、
投
票
数
が
そ
れ
を
下
廻
っ
て
も
、
議
決
の
効
力
に
変
り
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る

Q
(
F
Z由
「
関
0
8
8
0
H
H
S司
N
ロ司

ぐ
由
民
恕
喜
口
容
-C『
ダ
弱
含
昌
司
島

g
u
g
g
o
z
p山口
F
M
-
陰
口
出

-H∞
戸

ω
-
N
c
f
o但
g
z
z
a
r
g
o
〈
品
氏
符
協
同
ロ
向
島
。
田
口

g
仲
間
各
自
切
即
日
企

EW

S
E
m
-
合
品
川

E
Z
E
ロ
Mgmけ
g
z
g
o
v二
品
田
口

2
5
F
S
H
w
aロ
U
F
H
一宮

-
m
-
E
P
S
H
H弘
法
∞
)
。
そ
の
後
ワ
イ
マ
|
ル
憲
法
下
の
議
院
規
則

一
O
O条
お
よ
び
ボ
ン
基
本
法
下
の
議
院
規
則
五
一
条
は
、
い
ず
れ
も
、
棄
権
者
及
び
無
効
投
票
者
は
、
定
足
数
の
中
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
を
明
定
し
た
。

閣
こ
れ
に
対
し
、
黒
田
教
授
は
、
「
絶
対
多
数
(
与
田
口
宮
古
屋

ov--V回
目
立
と
い
う
表
現
に
は
、
棄
権
や
無
効
投
票
を
ふ
く
め
て
の
表
決
の
過
半
数
を
意
味

す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
と
く
に
棄
権
や
無
効
投
棄
を
除
い
た
有
効
な
表
決
の
過
半
数
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
単
純
多
数

(
6
z
p
n
z

富
島
各
自
主
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
:
:
:
と
く
に
単
純
多
数
を
明
記
し
て
い
な
い
限
り
、
過
半
数
の
原
則
は
、
棄
権
や
無
効
投
票
を
ふ
く
め
て
の

表
決
を
基
準
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
」
(
前
掲
書
二
一
九
頁
)
と
説
い
て
お
ら
れ
る
が
、
範
庸
と
し
て
は
、
絶
対
多
数
と
は
、
比
較
多
数
に
、
叉
、
単

純
多
数
と
は
、
特
別
多
数

(
G
ロ
色
町
皆
同
申
立
由
冨
各
吋
宮
互
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
置
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
叉
、
通
常
の
用
語
例
に
お
い
て

は
、
絶
対
多
数
の
語
は
、
過
半
数
す
な
わ
ち
単
純
多
数
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
単
純
多
数
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
比
較
多
数
で
は
な
く
、
絶
対
多
数
を
意

味
す
る
と
い
う
関
係
が
寄
在
す
る
。
例
え
ば
、
一
八
七
一
年
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
七
条
に
は

a
E
S
Z
冨

5
p
g件
の
語
が
、
叉
二
八
条
に
は
、

mwAZo-gg

m氏
BB2MgmV『
v
aけ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
七
条
の
単
純
多
数
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
、
比
較
多
数
で
は
な
く
、
絶
対
多
数
の
意
味
で
あ
り
、

(mo同一一品。一
r

p
・
p
・
。

-
m
-
E白
山
口
但

g
z
g
n
y
P・
E
・。・

ω-Nω
印
)
、
多
数
の
計
算
は
、
現
実
に
投
ぜ
ら
れ
た
票
に
つ
き
行
わ
れ
る

(F担げ胆出品
w
M
F
P
。-

m-N∞
ω)
と
の
説
明
が
あ
り
、
叉
、
ご
八
条
の
絶
対
多
数
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
、
出
席
者
で
は
な
く
、
投
票
の
絶
対
多
数
を
指
す
も
の
で
あ
る

こ
と
は
早
く
か
ら
確
立
し
た
解
釈
で
あ
っ
た
(
∞
高
島
色
L
F
E・
。
・
∞

-NSU
己
記
昆
】
広
田
口
F
F
目
。
∞
仏
間
企

Q

従
っ
て
単
純
多
数
と
絶
対
多
数
の
語
を

投
票
多
数
制
か
、
出
席
者
多
数
制
か
の
区
別
と
し
て
使
い
分
け
、
か
っ
、
前
者
を
原
則
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
出
席
者
多
数
制
が
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
乙
と
は
、
ヮ
ル
タ

l
・
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
が
、
多
数
決
の
三
方
式
の
中
、
こ
れ
は
何

等
重
要
性
を
も
た
な
い
も
の
だ
、
と
い
っ
て
い
る
所
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
(
者
』
包
ロ
ロ
申
F
開

-
P
。
'm-
∞
∞
)
、
ワ
イ

7
1
ル
憲
法
三
二
条
(
冊
目
見

g
F
O

P
E
E
S
B
S
5
a
s、
ボ
ン
基
本
法
四
ご
条
(
富
市
町
司

V
S什
品
。
司
与
宮
関
与

S
2
m
z
g
g
g
)
も
共
に
投
票
多
数
制
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
以
外
の
西
欧
諸

国
の
議
会
制
に
つ
い
て
は
、
正
確
に
は
判
ら
な
い
が
、
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
三
八
条
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
一
一
条
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
憲
法
六
二
条
、
ス
イ

ス
憲
法
八
八
条
な
ど
に
は
、
投
票
の
絶
対
多
数
を
要
す
る
も
の
と
定
め
て
お
り
、
後
に
述
べ
る
起
立
表
決
の
場
合
の
方
法
(
後
出
二

O
頁
註
附
)
と
も
照

し
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
大
多
数
の
国
々
が
投
票
多
数
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
と
思
う
Q

国
際
連
合
各
機
関
の
表
決
方
法
に
お
い
て
、
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「
出
席
し
且
つ
投
票
す
る
構
成
国
」
の
多
数
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
(
国
連
憲
章
一
八
条
等
)
投
票
多
数
制
を
示
し
て
い
る
Q

(

参
照
、
田
岡
良
て

国
際
連
合
憲
章
の
研
究
、
一
一
八
頁
)
。
こ
れ
に
対
し
、
出
席
者
多
数
制
を
と
る
例
に
つ
い
て
は
、
後
述
一
七
頁
註
品
川
参
照
ω

出
席
者
多
数
制
説
を
と
る
わ
が
国
の
学
説
は
、
条
文
解
釈
上
こ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
見
て
、
と
く
に
、
制
度
の
合
理
的
根
拠
に
迄

説
き
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
は
見
当
ら
に
川
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
こ
つ
の
考
え
方
が
、
こ
こ
で
は
あ
り
得
る
と
思
う
。

そ
の
一
つ
は
、
棄
権
や
白
票
は
否
と
解
す
る
と
い
う
乙
と
で
、
地
方
自
治
法
一
一
ム
ハ
条
一
項
の
適
用
に
関
し
、
京
都
地
裁
判
決
の

と
っ
た
立
場
が
こ
れ
で
あ
る
。
又
、
西
ド
イ
ツ
の
ヴ
ユ
ル
テ
シ
ペ
ル
グ
議
会
の
議
院
規
則
で
は
、
普
か
ら
、
棄
権
を
否

(ZO山
口
)
に
数
え

る
こ
と
と
定
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(1) た
し
か
に
、
出
席
者
多
数
制
を
と
れ
ば
、
棄
権
や
白
菜
は
、
否
と
同
じ
結
果
を
生
ず
る
が
、

そ
れ
は
必
ず
し
も
、
棄
権
や
白
票
を
否
と

同
視
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
し
、

又
、
否
と
は
明
か
に
異
な
る
無
効
投
票
も
、
結
呆
的
に
は
、
否
と
同
じ
効
果
を
生
ず
る
の
で

あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
京
都
地
裁
の
よ
う
な
解
釈
論
は
正
し
く
な
い
。

そ
こ
で
、
出
席
者
多
数
制
(
過
半
数
制
)
の
意
味
を
、
も
っ
と
制
度
に
即
し
て
考
え
て
み
る
と
、
出
席
者
の
半
数
を
こ
え
る
意
思

カヨ
表 (2)
決
に
お

て
刀て

さ
れ
て

れ
ば

そ
れ
を
も
っ
て
合
議
体
の
意
思
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い
が
、
棄
権
等
の
た

め
に
可
否
い
ず
れ
も
過
半
数
に
達
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
議
案
を
成
立
せ
し
め
る
に
充
分
な
賛
成
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
議

案
は
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
現
状
の
変
更
の
た
め
に
は
、
出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成
を

要
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
他
の
者
が
、
反
対
か
、
棄
権
又
は
白
票
等
で
あ
る
か
は
、
問
う
所
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な
制
度
の
下
に
お
け
る
多
数
決
の
論
理
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第
一
に
、
合
議
体
の
意
思
決
定
に
対
す
る
理
解
の
仕
方
と
し
て
は

こ
れ
を
、
あ
る
こ
と
を
、
す
る
か

し
な
い
か
の
二
者
択
一
の
間



説

題
と
し
て
と
ら
え
る
態
度
と
、
あ
る
こ
と
を
す
る
と
決
定
す
る
為
め
の
要
件
を
ど
う
定
め
る
か
、

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
態
度
と
の
こ

つ
が
あ
り
得
ょ
う
。
前
者
な
ら
ば
、
投
票
一
多
数
制
に
つ
な
が
る
が
、
後
者
な
ら
ば
、
あ
る
こ
と
を
す
る
と
き
め
る
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け

論

の
数
が
必
要
か
、
と
い
う
立
場
か
ら
、
と
く
に
、
可
の
数
を
問
題
と
す
る
根
拠
が
生
じ
て
来
る
。

第
二
に
、
右
の
意
味
で
可
の
数
を
問
題
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
合
議
体
が
、
あ
る
こ
と
を
す
る
と
決
定
す
る
た
め
に
は
、
可
の
数
が

そ
の
基
礎
を
ど
こ
に
置
く
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、

員
に
お
く
か
、
出
席
者
に
お
く
か
に
よ
っ
て
、
全
員
多
数
制
と
、
出
席
者
多
数
制
の
別
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
構
成
員
の
全

多
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

て
は
、
現
在
、
余
り
用
ド
ら
れ
て
い
な
い
、

そ
れ
な
り
の
、
合
理
的
根
拠
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
多
数
決
の
た
め
の
制
度
と
し

と
い
う
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
投
票
多
数
制
の
方
が
実
質
的
に
勝
っ
て

乙
う
み
て
来
れ
ば
、
出
席
者
多
数
制
に
も
、

い
る
、
と
認
む
べ
き
理
由
も
な
い
。
問
題
は
、
棄
権
そ
の
他
の
態
度
不
明
者
の
存
在
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
多
数
の
時

は
、
投
票
多
数
制
を
と
れ
ば
、
極
く
少
数
者
の
意
思
に
よ
っ
て
事
案
が
決
せ
ら
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
り
、
又
、
態
度
不
明
者
が
少
数
の

そ
れ
ら
の
少
数
の
者
に
よ
っ
て
、
事
案
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
場
合
を
生
ず
る

Q

い
ず
れ
に
し
て

と
き
は
、
出
席
者
多
数
制
を
と
れ
ば
、

も
一
長
一
短
を
免
れ
な
い
の
は

一
般
的
に
い
っ
て
、
制
度
そ
の
も
の
の
も
つ
宿
命
に
外
な
ら
な
い

Q

山
例
え
ば
、
清
宮
教
授
は
、
「
(
棄
権
者
や
無
効
投
票
を
投
じ
た
者
の
数
を
)
出
席
議
員
に
算
入
す
る
と
、
宮
沢
教
授
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
賛
否
い
ず
れ
の

意
思
を
も
表
示
し
な
い
者
を
反
対
者
と
同
じ
に
扱
う
こ
と
に
な
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
出
席
議
員
に
算
入
し
な
い
と
、
出
席
し
て
議
事
に
参
加
し

て
い
る
者
を
欠
席
者
、
退
場
者
と
同
じ
に
扱
う
乙
と
に
な
る
。
ど
ち
ら
に
も
問
題
が
あ
る
が
、
憲
法
が
、
「
有
効
投
票
の
過
半
数
」
と
い
わ
ず
に
、
「
出
席

議
員
の
過
半
数
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
右
の
問
題
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
定
足
数
の
場
合
に
コ
ニ
分
の
一
以
上
の
出
席
」
と
い
う
の
と
同
じ
意
味
で
、

寸
出
席
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
安
当
で
あ
る
己
(
前
掲
書
一
九
八
頁
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
別
段
出
席
者
多
数

制
の
合
理
的
根
拠
を
一
不
さ
れ
た
趣
旨
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
憲
法
の
規
定
が
、
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
意
味
で
の
実
質
的
選
択
の
現
れ
で
あ

16ー



多数決と白票

る
と
解
す
る
こ
と
も
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か

Q

間
前
掲
京
都
地
裁
判
決
は
、
「
白
票
は
積
極
的
に
自
己
の
意
思
を
述
べ
る
の
で
は
な
い
が
、
江
お
消
極
的
に
は
「
現
状
変
更
」
に
賛
成
し
な
い
と
い
う
意
思

の
表
示
で
あ
る
か
ら
乙
れ
を
以
っ
て
無
効
の
投
票
と
見
る
の
は
当
ら
な
い
。
し
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
白
票
は
、
結
局
は
原
状
を
変
更

し
な
い
意
思
が
う
か
が
わ
れ
る
か
ら
、
否
と
同
視
し
有
効
だ
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
白
票
は
種
々
の
政
治
的
理
由
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
一
概
に
白
票
を
投
じ
た
議
員
の
意
思
を
、
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
乙
と
は
、
安
当
江
る
見
解
と
は
思
わ
れ
な
い
。
」
と
す
る
高
松
高
裁
の
批
判
が
当

っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

叩

ワ

ル

タ

l
・
イ
エ
リ
ネ

ν
ク
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
六
年
ダ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
議
会
議
院
規
則
七
六
条
三
項
お
よ
び
一
九
四
七
年
グ
ェ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
・

パ
|
デ
ン
議
会
議
院
規
則
七
六
条
に
乙
の
趣
旨
の
規
定
が
あ
る

Q

イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
乙
れ
に
対
し
、
「
こ
れ
は
ず
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
的
特
殊
性
の
現
わ

れ
で
、
む
し
ろ
、
こ
の
民
族
の
慎
重
さ
に
関
係
す
る
と
と
だ
、
可
否
い
ず
れ
に
投
票
す
べ
き
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
者
は
、
実
質
上
議
案
に
反
対
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
」
と
い
い
、
ワ
イ
マ
|
ル
憲
法
下
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
で
は
、
シ
ュ
ワ

l
ベ
y
d

の
慣
習
を
一
顧
慮
し
て
そ
の
合
憲
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
ポ
ン

基
本
法
四
ご
条
で
は
こ
の
よ
う
な
例
外
は
認
め
て
い
な
い
か
ら
違
憲
だ
と
述
べ
て
い
る
(
巧

-rEロ由
F
胆
担
・
。

-m-
∞∞
)υ

但
し
一
九
五
三
年
の
パ

l

デ
ン
・
グ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
憲
法
三
三
条
二
項
を
見
る
と
、
基
本
法
と
同
じ
く
投
票
の
多
数
(
旨
O
U
5
2け
宏
司

Pσm川町
内
外
凶

σ∞ロ

m
t
s
g昂
出
)
と
な
っ
て

い
る
か
ら
、
現
在
は
、
こ
の
問
題
は
解
消
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

凶
美
濃
部
前
掲
害
四
八

O
頁
。
「
可
決
で
も
否
決
で
も
な
く
中
ぶ
ら
り
ん
の
状
態
に
な
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
は
否
決
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
に
な
る
」
(
註

解
八
六
八
註
ご
五
)
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
中
ぶ
ら
り
ん
な
ら
未
決
定
で
あ
る
が
、
意
思
決
定
の
た
め
の
手
続
が
適
法
に
行
わ
れ
た
の
に
未
決
定
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
未
決
定
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
否
決
と
同
じ
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
も
な
い
筈
で
あ
る

Q

日
前
述
〈
四
一
員
)
の
よ
う
に
、
現
在
は
、
全
員
多
数
制
は
、
例
外
的
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
歴
史
的
に
は
、
「
成
員
全
体
の
多
数

L
(
g包
2
宮

-a

ロ
回
目

4
2回目
A
M江
田
)
か
ら
、
「
出
席
者
の
多
数
」

(B包
S
E
a
官
宮
窓
口
江
田
)
へ
と
移
行
レ
た
と
い
わ
れ
る
(
町
田
、
前
掲
書
六
一
頁
)
。

制
私
の
知
り
得
た
所
で
は
、
註
叩
引
用
の
ず
ュ

W

テ
ン
ベ
ル
グ
議
会
の
場
合
の
外
は
、
イ
タ
リ
ー
憲
法
六
四
条
三
項
に
、
出
，
席
者
の
多
数

(
B
m
w
m叫

m
z
g
D
E

《同日。同】
H
1
8
0
田
仲
と
と
の
定
め
が
あ
る
に
止
ま
る
。
な
お
、
前
山
山
一
回
頁
註
凶
参
照
。

m
黒
田
前
掲
書
一
コ
二
一
頁
註
閣
参
照
。

問
問
例
え
ば
、
出
席
者
二

O
O人
可
九
九
票
、
否
九
一
票
、
棄
権
一

O
と
い
う
場
合
に
は
、
可
が
八
票
色
多
川
に
も
拘
わ
ら
ず
、
僅
か
五
%
の
棄
権
者
の
た

め
に
議
案
は
否
決
と
な
る

Q

" 
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四

実
定
法
の
構
造

- 18ー

こ
の
よ
う
に
、
多
数
決
な
る
が
故
に
、
ど
ち
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
す
れ
ば
、
「
出
席
者
の
過
半
数
」
と

定
め
て
い
る
実
定
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
文
字
通
り
に
、
出
席
者
多
数
制
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
。

現
行
憲
法
五
六
条
の
成
立
史
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
同
条
に
対
応
す
る
マ
ツ
カ
1
サ
1
草
案
に
は
、

kF3・
F
:
:
:・
開

M
n
o宮
M
W
問

。

F
2
4司
-mOH)24広
a
F
O
E
U
巳
日
常
巴
。
ロ
∞

apσ
同
区
立
回
目
岡
山
口
ぴ
ゆ
ゲ
可

Emw-。
ュ

q
g
z
a

同
町
。
凹
ゆ
旬
円
。
由
。
ロ
同
・
]
[
ロ

nmw明
。
。
片
山
昨
日
ゆ
同
町
ゆ
句
史
凶
印
-
門
出

HHm
。
白
山

no--
∞
}
戸
山
口
円
山
由
時
い
仲
町
内
己
ゅ
の
即
門
出
ロ

MH4。丹ゆ・

と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
て
、

外
務
省
仮
訳
は
、
多
少
あ
い
ま
い
な
所
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
誤
訳
と
い
う
程
の
こ
と
は
な
い
。
然
る
に
、
右
マ
ツ
カ
l
ナ

I
草
案

を
基
礎
に
政
府
側
で
作
成
し
た
い
わ
ゆ
る
三
月
二
日
案
以
後
は
「
出
席
議
員
の
過
半
数
」
(
五
七
条
)
と
表
現
さ
れ
て
、
原
案
か
ら
は
離
れ

こ
こ
に
い
う
E

富
山
す
江
守

40同
ゆ
え

5
0
8
胃

2
8同
=
を
「
出
席
議
員
の
多
数
決
」
と
訳
し
て
い
た

た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
変
佑
は
、
お
そ
ら
く
、
意
識
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、

マ
ヅ
カ
1
サ

l
草
案
の
表
現
は
、
投
票
の
多

数
制
を
と
る
も
の
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

し
か
る
に
、

そ
の
こ
と
に
気
が
附
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
兎
も
角
と
し
て
、

日
本
側
の

草
案
が
「
出
席
議
員
ノ
過
半
数
」
と
規
定
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
明
か
に
、
明
治
憲
法
以
来
の
慣
行
が
強
く
働
い
て
い
る
。
し
か
も

そ
れ
は
、
従
来
は
解
釈
論
と
し
て
理
解
さ
れ
て
来
た
も
の
を
、
は
じ
め
て
明
文
化
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
又
、
現
在
の
国
会
制
度
を
前
提
と
す
る
限
り
、
投
票
多
数
制
に
よ
っ
て
表
決
の
結
果
を
定
め
る
余
地
は
、
全
く
な
い
と
い
っ
て
よ



議
院
規
則
(
衆
一
五
ム
条
以
下
、
参
一
三
七
条
以
下
)
に
よ
れ
ば
、
表
決
は
起
立
表
決
を
原
則
と
し
、

二
次
的
に

記
名
投
票
を
用
い
る
ζ

と
と
し
て
い
る
が
、
起
立
表
決
の
場
合
に
は
、
議
長
は
、
「
問
題
を
可
と
す
る
者
を
起
立
さ
せ
、
起
立
者
の
多
少
を
認
定
し
て
、
可
否
の
結

果
を
宣
告
す
る
よ
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
っ
可
と
す
る
者
」
の
起
立
の
み
に
よ
っ
て
案
件
の
可
否
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
出
席
者
多
数
制
の
立
場
に
お
い
て

の
み
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
宮
沢
教
授
は
乙
れ
を
、
棄
権
を
不
可
能
と
す
る
表
決
の
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
(
前
掲
書
四
一
八
頁
)
、

投
票
多
数
制
を
と
る
と
す
れ
ば
、
可
否
双
方
の
数
が
明
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
許
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
く
、
又
、
実
際
に
も
、
諸
外
国
の
議
会
制
度
で
は
、
可
否
を
交
互
に
起
立
さ
せ
る
方
法
を
と
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

し
か
も
、

な
お
、
投
票
多
数
制
に
よ
る
べ
き
も
の
と
主
張

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
投
票
に
よ
る
表
決
に
つ
い
て
は
、

す
る
と
き
は
、
当
然
に
、
次
の
よ
う
な
矛
盾
を
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
起
立
で
表
決
を
採
っ
た
場
合
に
は
、
可
と
す
る
者
の
起
立
を
求
め

る
が
ら
、
棄
権
者
も
否
と
す
る
者
も
と
も
に
起
立
せ
ず
、
二

O
O人
中
可
と
す
る
者
は
九
八
人
で
(
投
票
を
す
れ
ば
、
否
が
九
五
票
で
七
人
が

棄
権
叉
は
無
効
投
票
七
票
と
な
る
場
合
に
も
l
引
用
者
補
充
(
八
六
二
頁
参
照
)
)
過
半
数
に
達
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
名
投
票

を
す
れ
ば
九
八
票
対
九
五
票
で
可
決
と
な
る
べ
き
も
の
が
、

否
決
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

Q

し
か
し
、

そ
う
い
う
微
妙
な
場
合
に
は
議
長

が
記
名
投
票
を
さ
せ
る
か
、
議
員
か
ら
記
名
投
票
の
要
求
が
出
る
か
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

こ
の
こ
と
は
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
す

る
に
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
よ
(
註
解
八
六
六
頁
)

け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
便
宜
主
義
的
な
考
え
方
は
、
表
決
の
方
法
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
結
果
を
生
ず
る
こ

と
を
承
認
し
て
い
る
点
で
、
大
変
な
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
。
議
会
が
二
つ
の
表
決
方
法
を
定
め
て
い
る
の
は
、
手
続
に
繁
閑
の
差
が
あ

- 19ー

る
為
め
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
を
と
っ
て
も
結
果
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
、
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら



説

P

呉、，
O

J
ムー

pvも
と
よ
り
、
議
院
規
則
に
よ
っ
て
、
憲
法
解
釈
が
動
か
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
投
票
多
数
制
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
議
院
規

論

則
の
改
正
が
当
然
に
主
張
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
筈
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
そ
の
俸
に
し
て
お
い
て
、
投
票
に
よ
る
表
決
の
場
合
に
の
み

投
票
多
数
制
に
よ
る
べ
し
と
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
制
度
的
矛
盾
に
は
無
関
心
で
あ
る
と
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ

ヤつ。
山
「
出
席
会
員
の
多
数
決
」
と
定
め
て
い
る
日
本
学
術
会
議
法
の
場
合
に
は
、
問
題
と
す
る
余
地
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
け
だ

υ
、
「
出
席
会
員
の
多
数

決
」
と
い
う
場
合
に
は
、
全
員
多
数
制
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
だ
け
で
、
そ
の
多
数
決
が
、
投
票
多
数
制
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
、
出
席
者

多
数
制
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
会
議
に
お
け
る
表
決
の
方
法
は
多
少
変
っ
て
い
て
、
挙
手
に
よ
る
表
決
に
よ
っ

て
は
結
果
不
明
の
場
合
に
は
投
票
に
よ
る
と
と
と
す
る
が
、
そ
の
際
出
席
者
は
、
名
票
(
黄
)
を
投
ず
る
外
に
赤
(
賛
成
)
、
青
(
反
対
)
、
自
〈
棄
権
)

の
い
ず
れ
か
の
票
を
投
ず
る
。
こ
の
方
法
は
、
当
然
に
、
投
票
多
数
制
を
予
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
出
席
者
多
数
制
に

よ
っ
て
、
表
決
の
結
果
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

凶
国
家
学
会
雑
誌
六
八
巻
一
・
二
号
(
昭
二
九
)
」
二
頁
に
よ
る
。

間
三
月
一
一
日
案
の
性
格
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
達
夫
、
日
本
国
憲
法
成
立
史
合
一
)
ロ
ュ
リ
ス
ト
八
三
号
(
昭
一
二

O
)
八
頁
以
下
参
照
。

州
問
明
治
憲
法
時
代
に
は
、
憲
法
四
七
条
の
外
、
府
県
(
市
)
制
五
三
条
、
町
村
制
四
九
条
に
も
つ
出
席
議
員
ノ
」
の
語
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と

も
す
べ
て
が
そ
う
だ
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
例
え
ば
産
業
組
合
法
三
六
条
の
如
く
、
「
出
席
シ
タ
ル
組
合
員
/
議
決
権
ノ
過
半
敬
」
と
定
め
て
い
た
も
の
も

あ
っ
た
が
、
軽
重
の
比
較
か
ら
い
え
ば
、
重
要
な
法
規
の
方
に
不
備
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

同
黒
田
前
掲
一
三
二
頁
参
照
。

制
例
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ス
ヱ

l
I
デ
ン
な
ど

Q

な
お
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
賛
否
の
外
、
棄
権
者
の
起
立

を
も
求
め
る
(
。
胆
巴
匂
向
。
ロ
P
P
H
凶
「
向
島
宏
司
品
川
WHO-
回ロ
g

宮
田
口
勺
耳
目
田
-
H
H
M
g
g
弓
HVH10
白
色
ロ
g
-
田
口
O

B沼
田

E
丘
4
0
V
E
ロ品開
5
0
F
F

同由印印
u
E
Y
A
F
N
・

s・
ロ
H

・

5
∞-
N
H
ω

・
3)ω

先
ず
賛
成
者
の
起
立
を
求
め
多
数
が
一
見
し
て
明
ら
か
で
な
い
と
き
反
対
者
の
起
立
を
求
め
る
オ
ラ
ン
タ
や
エ
ジ
プ
ト
の
方
法
も
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
で

(-zp
沼
y
g。
・
叶
由
)
、
棄
権
者
に
そ
の
旨
の
表
明
の
機
会
を
与
え
て
い
る
西
独
議
院
規
則
五
四
条
の
如
き
方
式
も
あ
る
。
ノ
ー
ル
ウ
一
エ

:eoー



< 

-
議
会
で
は
、
先
ず
反
対
者
の
起
立
を
求
め
、
着
席
者
が
明
ら
か
に
多
数
の
と
き
は
可
決
と
す
る
が
、
結
果
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
き
叉
は
起
立
者

の
方
が
着
席
者
よ
り
も
多
い
様
に
見
え
る
と
き
に
は
、
賛
成
者
の
起
立
を
求
め
て
そ
の
数
を
計
算
す
る
が

(
g
F
℃・

5
4
)
Q

こ
れ
は
い
さ
さ
か
異
例
で

あ
り
、
何
故
こ
の
よ
う
な
順
序
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い

Q

興
味
が
あ
る
の
は
、
英
国
下
院
に
お
け
る

a
i
a
cロ
(
分

列
)
に
よ
る
表
決
の
歴
史
で
あ
っ
て
、
現
在
こ
れ
は
、
賛
成
者
及
び
反
対
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
議
長
の
右
側
及
び
左
側
の
ロ
ピ
ー
に
移
動
し
、
そ
の
数
を

計
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
古
く
は
、
そ
の
一
方
の
み
が
室
外
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
無
精
者
、
無
関
心
な
者
、
ぼ

ん
や
り
者
」
な
ど
は
席
を
動
か
な
い
た
め
に
、
室
外
に
出
る
側
は
甚
し
く
不
利
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
い
ず
れ
の
側
が
室
外
に
出
る
べ
き
ゃ
に
つ
い
て
の

原
則
を
た
て
る
こ
と
が
重
要
な
問
題
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
百

M
E
-
-
p
k
g
E可
邑
g
z
s
g什

E
p
o
S含
思
え

sb
図。

go

o

時。c
B
5
0ロ
F
S由
∞
-
H
Y
岡
山
町
)
。

こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
と
同
じ
く
賛
成
者
の
起
立
の
み
を
求
め
る
表
決
方
式
を
と
る
も
の
に
イ
タ
リ
ー
議
会
が
あ
る
が
ち
p
g立
自
由
昆
巴
生

2
E
F

匂
・
区
∞
)
前
述
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ー
憲
法
六
四
条
三
項
は
、
出
席
者
多
数
制
を
と
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し

こ
れ
に
対
し
、
出
席
者
多
数
制
の
立
場
か
ら
は
、
疑
問
と
な
る
場
合
が
別
に
あ
る
。

わ
が
国
の
立
法
例
は
、
憲
法
五
六
条
二
項
、
地
方
自
治
法
一

き
」
に
は
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
の
を
通
例
と
し
て
い
る
。

一
六
条
一
項
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
決
の
結
果
「
可
否
同
数
の
と

右
に
い
う
「
可
否
同
数
の
と
き
」
と
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
る
か
は
、
投
票
多
数
制
に
よ
る
と
き
は
、
棄
権
や
白
票
は
計
算
外
に
お
か

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
例
え
ば
、

出
席
者
二

O
O
人
中
可
一

0
0企
画
示
.
否
一

C
C票
の
場
合
ば
か
り
で
は
な
く
、

否
九

0.票
、
棄
権
又
は
白
票
合
計
二

O
と
い
う
場
合
も
可
否
同
数
の
中
に
入
る
。

こ
れ
に
対
し
、
出
席
者
多
数
制
を
前
提
と
す
る
と
き
は
、

棄
権
や
白
票
を
除
い
て
、
可
否
同
数
の
と
き
を
指
す
Q

(

投
票
多
数
説
と
同
じ
に
な
る
。
)

棄
権
や
白
票
の
な
い
場
合
に
お
け
る
可
否
同
数
の
と
き
を
指
す
。

可
九

O
票、

(1) (2) 

- 21-



(3)、

棄
権
や
白
票
を
否
の
側
に
入
れ
て
計
算
す
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
三
通
り
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
中
、
山
説
は
、
可
否
問
数
の
と
き
だ
け
、
棄
権
や
白
票
を
除
く
こ
と
に
十
分

- 22ー

な
理
由
が
な
い
し
、
過
半
数
を
下
廻
る
可
の
票
数
の
場
合
に
も
、

た
ま
た
ま
否
が
同
数
あ
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
議
長
の
決
裁
権
の
行

使
に
よ
り
可
決
と
な
る
場
合
を
生
ず
る
と
い
う
と
と
は
、
出
席
者
多
数
制
の
建
前
に
反
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑪
説
は
、
例
え
ば
、
出
席
者
二

O
O人
中
可
一

0
0
.票
、
否
一

O
O票
の
場
合
に
の
み
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
、

が
、
そ
去
す
る
と
、
否
八

0.票
、
棄
権
又
は
白
票
二

Q
の
場
合
に
は
当
然
に
否
決
と
な
る
の
に
、
否
の
数
が
多
く
、
可
と
同
数
と
な
っ
た

場
合
に
か
え
っ
て
可
決
と
な
る
場
合
を
生
じ
う
る
と
い
う
不
合
理
な
結
果
と
な
る
。

mw
説
に
は
、
山
、
開
両
説
の
よ
う
な
実
質
的
不
合
理
は
な
い
け
れ
ど
も
(
従
っ
て
、
解
釈
論
と
し
て
は
、
私
は
こ
れ
を
と
り
た
い

J
、

規
定
の
表
現
に
は
合
致
し
な
い
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
川
ザ

こ
の
よ
う
に
予
ど
の
説
を
と
っ
て
み
て
も
難
点
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
出
席
者
多
数
制
の
下
に
お
い
て
は
、
「
可
否
同
数
の
と
き
」
と
い

と
い
う
の
で
あ
る

う
こ
と
を
問
題
と
す
る
こ
と
自
体
に
、
誤
り
が
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
投
票
多
数
制
の
下
に
お
い
て
な
ら
ば
、
棄
権
や

白
票
等
を
除
外
し
て
、
可
否
い
ず
れ
が
多
数
で
あ
る
か
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
可
否
同
数
の
場
合
に
、
議
長
の
決
裁
を
認
め
る

こ
と
に
も
浬
由
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
出
席
者
多
数
制
の
下
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
に
、
可
と
否
と
を
対
立
さ
せ
る
の
で
な
く
、
可
が

出
席
者
の
過
半
数
に
達
し
な
け
れ
ば
否
決
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
可
否
同
数
と
い
う
こ
と
に
、
特
別
の
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
つ

て
、
解
釈
論
と
し
て
は
、
可
と
す
る
者
と
然
ら
ざ
る
者
(
棄
権
や
白
票
等
を
含
む
)
と
が
同
数
の
場
合
、

と
解
す
る
の
外
は
な
い
が
、

こ

の
場
合
に
は
、
可
と
す
る
粟
が
、
過
半
数
に
一
票
足
り
な
か
っ
た
、

そ
こ
に
、
議
長
の
決
裁
権

と
い
う
一
面
が
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、

を
認
め
る
合
理
的
根
拠
が
あ
る
と
い
う
訳
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
禁



山
日
本
学
術
会
議
法
ご
三
条
に
は
、
こ
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
。

間
註
解
八
六
三
頁
、
宮
沢
前
掲
四
一
九
号
。

凶
行
政
実
例
昭
二
五
、
五
、
二
一
、
昭
二
五
、
入
、
ご
回
(
長
野
前
掲
三
三
一
頁
に
よ
る
。
)

Q

凶
長
野
前
掲
三
三
一
頁
は
こ
の
説
を
と
る
。

同
黒
田
前
掲
一
三
三
頁
は
乙
の
説
を
と
る
。

附
高
松
高
裁
は
、
乙
の
説
の
批
判
と
し
て
、
可
一
八
、
否
一
六
、
白
票
二
の
場
合
可
は
三
六
票
の
過
半
数
一
九
票
に
達
し
な
い
か
ら
否
決
と
同
じ
結
果
に

な
る
が
、
可
の
中
二
票
が
白
票
に
廻
る
と
、
可
一
六
、
否
一
六
臼
四
と
な
っ
て
、
可
否
両
数
と
な
る
か
ら
議
長
の
決
裁
権
に
依
り
、
裁
決
の
結
果
は
可
と

な
る
場
合
も
あ
り
得
る
と
い
う
の
で
は
、
可
が
二
票
減
じ
て
、
却
っ
て
可
決
の
結
果
と
な
る
が
、
「
こ
れ
は
極
め
て
不
合
理
で
あ
る
こ
と
自
明
で
あ
る
」

と
説
い
て
い
る

Q

閉
そ
こ
で
、
可
否
同
数
と
な
り
、
議
長
の
決
裁
権
が
可
に
投
じ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
反
対
側
で
は
、
故
意
に
臼
票
を
投
じ
て
こ
れ
を
妨
げ

る
、
と
い
う
よ
う
な
乙
と
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
生
じ
得
ょ
う
。
(
註
解
八
六
八
真
、
註
一
一
五
参
照
)

Q

問
問
「
白
票
は
積
極
的
に
可
否
を
表
示
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
『
否
』
と
し
て
取
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。
」
(
長
野
前
掲
三
一
二

O
頁
)

Q

側
し
か
し
、
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
の
が
当
然
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
特
別
の
規
定
が
な
い
限
り
可
否
同
数
の
時
は
否
決
と
な
る
司
関
戸
の
・
冨
@
司
自
・

の
-hvEロ
V
O
F
r
a耳

z
s
e田宮
白
神
宮
町
田
口

m
g
E
g
gロ
v
g・
4
・

krs・
5
5・
m・
8E)、
ョ

i
ロ
γ

パ
諸
国
の
議
会
制
度
の
現
状
に
よ
れ
ば
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
と
英
本
国
下
院
に
お
い
て
は
、
議
長
席
に
あ
る
も
の
は
、
通
常
の
投
棄
権
を
有
し
な
い
が
、
可
否
同
数
の
場
合
の
決
裁
権
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
英
本
国
上
院
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ジ
プ
ト
、
ル
ク
セ
ン
フ
ル
グ
で
は
、
議
長
に
は
通
常
の
投
票
権
が
あ
る
に
止
ま
り
、
決
裁

権
は
な
く
、
可
否
同
数
の
場
合
は
否
決
と
解
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
議
長
の
決
裁
権
は
な
く
、
通
常
の
投
票
権
を
有
す
る
に
止
ま
る
が
、
慣
習

上
そ
れ
も
行
使
し
な
い
。
ノ

l
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
議
長
は
、
通
常
の
議
員
と
し
て
の
投
票
権
の
外
に
決
裁
権
も
有
し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
か
か

る
場
合
は
拍
畿
に
よ
り
決
す
る
Q

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
(
議
長
は
通
常
の
投
票
権
を
有
す
る
)
次
の
会
期
中
に
新
た
な
表
決
が
為
さ
れ
る
Q

(

の担

gMM問
。
ロ
胆
出
品

E
E
2旨
F
毛

-aけ
・
匂
-
H
m・
)
(
た
だ
し
、
仏
に
つ
い
て
は
、
同
書
仏
訳
一
一
二
頁
に
よ
る
。
)
な
お
西
独
ポ
ン
基
本
法
四
二
条
で
も
、
議
長
の
決
裁
権
を

認
め
て
お
ら
ず
、
可
否
同
数
の
と
き
は
否
決
と
な
る
(
議
院
規
則
五
四
条
)
。

一
側
出
席
者
多
数
制
を
と
っ
て
い
る
ぺ
タ
リ

l
憲
法
六
四
条
も
、
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
て
い
な
い
。

/ 
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で
は
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
制
度
が
-
現
行
憲
法
五
六
条
を
は
じ
め
と
し
て
、

わ
が
国
の
法
律
制
度
に
一
般
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
矢
張
り
、
明
治
憲
法
四
七
条
の
規
定
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

論}

マ
ッ
カ

I
サ
1
草
案
に
お
い
て
も
、
議
長
の
決
裁
権
は
認
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
前
提
は
投
票
多
数
制
を
と
る

先
に
引
用
し
た
、

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
明
治
憲
法
の
影
響
を
受
け
て
出
席
者
多
数
制
に
変
る
に
い
た
っ
た
経
過
は
前
述
し
た
が
、

そ
の
結

果
と
し
て
現
行
憲
法
は
、
明
治
憲
法
吃
全
く
同
様
に
、

出
席
者
多
数
制
の
下
に
、
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
制
度
を
と
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。し

か
ら
ば
、
明
治
憲
法
の
起
草
者
逮
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
の
下
に
、

乙
の
制
度
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
憲
法
義
解
の
著
者
は

「
両
議
院
ノ
議
事
ハ
過
半
数
ヲ
以
テ
決
ス
可
否
同
数
ナ
ル
ト
キ
ハ
議
長
ノ
決
ス
ル
所
ニ
依
ル
」
と
の
明
治
憲
法
四
七
条
の
規
定
を
説
明
し

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
本
条
過
半
数
と
は
出
席
議
員
に
就
い
て
之
を
謂
へ
る
な
り
。
両
議
平
分
し
て
各
々
同
数
を
得
る
の
場
合
に
当
っ
て
議
長
の
見
る
所
に

依
り
決
を
為
す
は
、
事
理
宜
し
く
然
る
べ
き
な
り
。
」
(
岩
波
文
庫
本
七
八
頁
)

そ
こ
で
、
問
題
は
、

乙
の
場
合
に
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
こ
と
が
、
何
故
、
「
事
理
宜
し
く
然
る
べ
き
」
も
の
と
さ
れ
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
、
枢
密
院
に
お
け
る
憲
法
草
案
の
審
議
に
際
し
、
「
草
案
の
解
説
並
び
に
参
考
書
と
し
て
議
場
に
配
布
し
た
と
云

わ
れ
る
「
憲
法
説
明
』
及
び
「
参
見
出
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
右
の
二
資
料
の
中
「
憲
法
説
明
」
は
、
憲
法
義
解
の
稿
本
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
先
に
引

用
し
た
義
解
の
そ
れ
と
同
じ
文
章
に
続
い
て
、
「
英
国
の
旧
例
に
依
る
に
上
院
は
両
議
平
分
を
以
っ
て
否
決
と
し
、
下
院
は
議
長
の
決
す
る

所
に
依
る
。
市
し
て
各
国
多
く
は
其
の
下
院
の
例
に
従
へ
り
よ
と
の
説
明
が
あ
る
。
従
っ
て
、
わ
が
国
の
制
度
も
、
各
国
と
共
に
笑
下
院
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伝

の
例
に
従
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
が
、

そ
の
諸
国
の
例
に
つ
い
て
は
、
「
参
照
」
の
方
に
記
述
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

或
い
は
議
長
の
決
す
る
所
に
依
り
(
乙
)

或
い
は
之
を
後
会
の

に
よ
る
と
、
「
可
否
同
数
な
る
と
き
は
或
い
は
之
を
廃
案
と
し
(
甲
)
、

そ
の
例
各
々
異
な
り
。
」
と
な
っ
て
い
て
、
国
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
許
り
で
は
な
く
、

決
に
譲
る
(
丙
)
、

そ
の
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
も

(
甲
}
六
例
が
最
も
多
く
、
(
丙
)
に
も
一
例
が
あ
り
、
(
乙
)
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、

瓦
第
百
七
十
六
条
お
よ
び
独
第
七
条
の
規

定
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

乙
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
何
故
、
「
憲
法
説
明
」
に
あ
る
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
の
か
は
、

理
解
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。

し
か
も
問
題
は
、
出
席
者
多
数
制
の
下
で
、
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
独

(
1
一
八
七
一
年
ド
イ
ツ
帝
国

ザ

ユ

ル

テ

シ

ベ

ル

グ

ハ

マ

〉

憲
法
)
七
条
の
規
忠
は
、
投
票
多
数
制
を
と
る
も
の
で
あ
っ
か

4
2、
瓦

T
一
八
一
九
年
瓦
敦
霊
憲
法
)
一
七
六
条
の
規
定
に
つ
い

て
は
、
出
席
者
多
数
制
に
よ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
い
た
と
推
定
し
得
る
節
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
場
合
に
は
、
棄
権
は
否
に
数
え
る

と
い
う
法
定
擬
制
の
存
し
た
こ
と
に
、
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

も
と
も
と
、
明
治
憲
法
の
起
草
者
達
に
、
出
席
者
多
数
制
と
投
票
多
数
制
の
別
が
は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
唯

単
に
、
過
半
数
制
の
下
で
可
否
同
数
の
時
は
、
英
国
下
院
流
に
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
の
が
よ
い
と
考
え
て
い
た
だ
け
で
、
他
方
、
過
半
数

の
解
釈
に
当
つ
て
は
、
不
用
意
に
も
、
出
席
者
多
数
制
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
合
理
的
な
運
用
に

困
難
を
感
ず
る
よ
う
な
妙
な
慣
行
を
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
そ
の
俸
踏
襲
し
た
の
が
現
行
憲
法
の
姿
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

従
っ
て
、
解
訳
上
の
無
理
を
生
ず
る
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
い
っ
て
よ
く
、

そ
う
で
あ
る
以
上
、

こ
の
よ
う
な
性
質
の
決
裁
権
を

議
長
の
任
意
に
、
可
否
い
ず
れ
と
も
行
使
し
得
る
と
解
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
議
長
の
決
裁
権
は
消
極
に

投
ず
る
と
い
う
明
治
憲
法
以
来
の
慣
行
は
、
今
後
も
維
持
し
て
然
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
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山
清
水
伸
、
帝
国
憲
法
制
定
会
議
、
序
三
頁
、
な
お
、
同
書
四
九
三
頁
以
下
に
そ
の
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る

Q

間
同
右
四
九
三
頁
。

閣
清
水
前
掲
香
五
九
八
頁

Q

凶
同
右
。

同

盟

。

ωgnv古
田
岡
担
額

S
m
o民
。

H
F
・
-::-BU
品
宮
崎

S
F
S
属。

V吋
V
E
-
-・
:
:
回

a
g
g
g
s
m
E
n
F
o
Z
肉
即
時
ゲ
仲
色
申
司
同
昔
日
《
岡
山
田

g
a
g
s冊

会
出
回
〉
自
w白

aLP肉・

刷
間
前
出
一
四
貰
、
註
閣
参
照
。

m
u
g
回
g
n
F
5
8晶
君
。
邑

g
g
s
ι
2
2
E
g
g
s
s昏
曲
目
?
者
。
】
白

Z
S
S
∞
g
S巴
2
5
0枠
内
同
由
由
。
品
∞

S
S
E
g
四一回出胆

v
g
z
z
a
2

gH丘町
4
0
8河
口

E
g
-
P
V向。
F
2・
8

E由
民

E
M可申
-U
宏司

m
t
B
E
g
-虫
色
白

F
S酢
宏
司

HVS色
合
丘
号
ロ

k
p
g
B
E品
問
FZ-

附

ワ

ル

タ

l
・
イ
エ
リ
ネ
ヲ
ク
が
と
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
(
前
出
一
七
頁
、
注
閣
参
照
。
)
、
一
九
一
九
年
憲
法

assi--J国
司

3
2
F胆同月
-gm円

)

v
gロ
E
5
5
g広
∞
巴

g
g
oロ
gaH島
田
町
仲
)
お
よ
び
戦
後
の
問
題
な
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い

Q

叉
、
手
許
の
文
献
(
∞
伊
吋
喝
。
『

-
u
g

m
g
S由
g
a岳
会
抽
出
ま
ロ
間
関
『
市
町
乱
窃
巧
円

M
E
g
g
Z品
M
・
E
-
Z∞ωwm-NN0
・
C
C
N
-
同

)
g
白
け

g
g窓
口
広

ι。
血
肉

g
仲
間
包
ロ
宮
司
民
一

5
8
g
z
a
w

s
g
-
∞
・
]
広
。
)
に
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、

ν
ュ
ワ

I
ベ
ン
の
慣
習
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
一
応
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

捌
註
解
八
六
三
頁
、
宮
沢
前
掲
書
四
一
一

O
頁
参
照

Q

-2fJー

五

結

ひ

以
上
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
こ
う
で
あ
・
る
。

多
数
決
制
の
下
に
お
け
る
白
票
等
を
ど
う
取
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
を
含
め
て

そ
れ
ら
を
除
外
し
て
可
否
を
決
す
る
方
法
と
、

多
数
を
計
算
す
る
方
法
と
の
こ
通
り
が
あ
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
に
も
根
拠
が
あ
り
、

ど
ち
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
乙
と
は
な
い
。

従
っ
て
、
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
合
議
体
に
お
い
て
自
主
的
に
決
定
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
憲
法
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ



う
に
、
「
出
席
者
の
過
半
数
」
と
定
め
で
あ
れ
ば
、
後
者
と
解
す
る
の
外
は
な
い
。

し
か
し
、
「
出
席
者
の
過
半
数
」
制
の
下
に
お
い
て
、
可
否
同
数
の
場
合
の
議
長
の
決
裁
権
を
認
め
る
こ
と
は
お
か
し
く
、
沿
革
的
に
は

明
治
憲
法
の
起
草
者
達
の
誤
解
に
由
来
す
る
乙
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
議
長
は
、
常
に
こ
の
決
裁
権
を
否
に
行
使
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

以

上

〈
一
九
六

0
・
四
・
一

O
)
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